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表１ 清代中期福建の府州別人口統計
地区 府　州 18世紀50年代＊1 1776年＊2 1820年＊3 1829年＊4 1865年＊2 1910年＊2
分布 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人） 人口（万人）
閩
東
福寧府 37～41 63.2 76.3 79.3 93.2 102.0 
福州府 126～140 237.2 259 270.7 232.2 254.0 
合計 163～181 300.4 335.3 350 325.4 356.0 
閩
北
建寧府 152～169 112.5 322.8 325 64.8 70.8 
邵武府 31～34 60.3 63.8 64.6 22.8 25.0 
延平府 41～45 78.1 85.3 86.9 54.9 60.0 
合計 224～248 250.9 471.9 476.5 142.5 155.8 
閩
西
汀州府 72～80 126.5 149.5 154.7 101.6 109.0 
龍岩州 16～18 28.3 33.2 34.3 22.2 22.8 
合計 88～98 154.8 182.7 189 123.8 131.8 
閩
南
泉州府 118～131 211.8 244.9 252.2 230.8 254.3 
漳州府 168～187 285 339.8 360.4 159.6 176.1 
興化府 26～29 44.5 53.1 56.2 97.2 106.4 
永春州 23～26 40.5 48.3 50.6 37.0 40.5 
合計 335～373 581.8 686.1 719.4 524.6 577.3 




762＊5 1280.9＊6 1606.7＊6 1733.9＊4 1934.7＊6 1700＊7
出所： ＊ 1 王業鍵「十八世紀福建的食糧供需与糧価分析」の表１より。
 ＊ 2  1776 年のデータは曹樹基『中国人口史（清時期）』表 5－ 12 より、1865 年と
1910 年のは表 11 － 11 より。　
 ＊ 3 嘉慶『大清一統志』。
 ＊ 4 道光『福建通志』巻 48　戸口。
 ＊ 5  梁方仲『中国歴代戸口・田地・田賦統計』甲表 78　乾隆 14 年（1749 年）のデー
タより。
 ＊ 6  厳中平等編『中国近代経済史統計資料選輯』362 頁 1786 年；363 頁 1820 年；
369 頁 1865 年のデータより。





1820 年と道光期の 1829 年の人口データは完全に残されたので、よく利用され
ている。王業鍵氏 19）は福建の食糧供給と糧価を分析した時に『福建通志』の
1829 年のデータが正確に近いと判断して、18 世紀 50 年代の府単位の人口を推









た。嘉慶期の 1820 年と道光期の 1829 年の人口データ以外に、同じ年代の各府
県の人口統計を揃うことが極めて難しいである。例えば、表 2のように、乾隆
期といっても、乾隆 16 年（1751 年）の福州府と乾隆 26 年（1761 年）の泉州
府の人口数しかないが、10 年の差がある。また、表 2と表１を合せて見れば、
福州府の合計（203750 人）は 18 世紀 50 年代の 126 ～ 140 万人より 1776 年の






19）  前掲王業鍵、72 頁。
20）  前掲曹樹基、172 － 188 頁。
21）  何炳棣『1368 － 1953 年中国人口研究』葛剣雄訳、上海古籍出版社、1989 年版。
22）  前掲曹樹基、178 － 9 頁。



























出所： ＊ 1 『乾隆福州府志』巻 10　田賦上　　
 ＊ 2 『乾隆泉州府志』巻 18　戸口
不完全な統計によると、1840 年代前後まで東南アジアの華僑総数は 100 万
人以上に上り、福建出身者が多数を占めている。1847 ～ 1874 年の 30 年間に
25～50 万福建人が出国したと予想される。戴一峰 23）による各年度海関『関冊』
23）  戴一峰『華僑華人歴史研究』1988 年第 2期 36 － 37 頁。
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24）  『皇朝続文献通考』巻三〇、516 頁。
25）  陳鏗「明清福建人口的経済性遷移」『人口与経済』1985 年第 2期。
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表 3 1820 年代福建各府州人口密度と移動
嘉慶25年（1820年） 道光9年（1829年）
地域分布 府　州 人口 面積（平方キロ） 密度 人口
流寓
（移動人口）比率（％）
閩東部 福寧府 751,660 9,000 83.52 793,378 131,006 16.5
福州府 2,476,193 15,000 165.08 2,706,645 468,802 17.3
閩北部 建寧府 3,193,410 14,400 221.76 3,250,301 98,487 3
邵武府 630,997 9,000 70.11 646,017 4,396 0.7
延平府 853,347 14,400 59.26 868,869 47,922 5.5
閩南部 泉州府 2,381,429 7,500 317.52 2,521,684 ー ー
漳州府 3,336,729 10,200 327.13 3,604,171 19,166 0.5
興化府 493,433 3,900 126.52 562,172 17,355 3.1
永春州 389,948 5,100 76.46 506,258 14,009 2.8
台湾府 1,786,883 35,400 50.47
閩西部 汀州府 1,485,903 17,400 85.4 1,546,984 48,722 3.2
龍岩州 328,419 7,200 45.61 342,886 29,644 8.6































いたので、無理に合わせたものがある。乾隆期の表 4－1では乾隆 29 年（1764）
に記載された田賦と乾隆41（1776）年の人口を仮にリンクしてみた。同じように、































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『嘉慶重修一統志』嘉慶 25 年（1820）の統計と『福建通志』道光 9 年（1829）
の各府県のデータは統計上の間違いが多く見られる。例えば、1820 年に永春州の








27）  前掲王業鍵、71 頁。


























28）  三木聡『明清福建農村社会の研究』北海道大学図書刊行会、2002 年、94 － 95 頁。王業




























29）  前掲『福建経済発展簡史』48 頁；三木聡 86 － 7 頁表 3。






地域 府名 産地県名 史　料　記　叙　内　容 　出　　　　所
閩　
東


























































汀州府 　長汀、寧化、 明「石沙糖八百五十斤、黒糖一百九十九斤」 『長汀県志』巻八　賦税志
龍岩州 漳平 果之物：甘蔗 『漳平県志』巻一　輿地　
注： 産地県名のみ鄭昌淦『明清農村商品経済』374 － 377 頁の総合統計を参考。
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表 6 福建各府県特産品と主要な手工業 

































































































出所： 手工業は曾玲の『明清時期福建手工業』第四章；『福建経済発展簡史』176 － 197 頁を参照。
 特産品の（　）外の分は三木聡表 1ー 3から引用。（　）内は各県地方志を参考。　
 ＊ 1『福寧府志』乾隆 27 年、巻 12 物産、23 頁。 ＊ 2『霞浦県志』民国 18 年、物産 22 － 23 頁。
 ＊ 3『閩侯県志』民国 22 年、実業、3頁。 ＊ 4『閩清県志』民国 10 年、巻 3物産 1頁。
 ＊ 5『永福県志』乾隆 14 年、巻１物産 22 頁。 ＊ 6『古田県志』乾隆 16 年、巻 2物産 68 頁。
 ＊ 7『康煕建寧府』巻 14 物産 11 － 12 頁。 ＊ 8『建瓯県志』民国 18 年、実業巻 25、5 － 6 頁。
 ＊ 9『重纂邵武府』物産１71 頁。 ＊ 10『建寧県志』民国 8年、巻 27、物産 32 － 3 頁。　
 ＊ 11『永安続志』道光 14 年、物産志 460 頁。 ＊ 12『乾隆泉州府』物産、28 頁。
 ＊ 13『晋江県志』乾隆 30 年、輿地志、物産 52 頁。 ＊ 14『同安県志』民国 18 年、巻 11 物産、343 － 4 頁。
 ＊ 15『光緒漳州府』巻 39 物産、3－ 4頁。 ＊ 16『海澄県志』乾隆 27 年、巻 15 物産、17 頁。
 ＊ 17『莆田県志』民国 15 年、輿地 83 － 4 頁。 ＊ 18『仙遊県志』乾隆 36 年、輿地志 6、物産 226 － 9 頁。
 ＊ 19『永春県志』民国 19 年、巻 11 物産志 359 － 60 頁。 ＊ 20『汀州府志』乾隆 17 年、巻 8物産 83 － 4 頁。


























30）  前掲曾玲、166 頁、引用自葉文程『中国古外銷瓷研究論文集』193 頁統計表。



























32）  前掲曾玲、200 頁。
33）  厦門大学歴史研究所中国社会経済史研究室著『福建経済発展簡史』厦門大学出版社、
1989 年、183 頁。














地区分布 府　州 県名 明（弘治期）＊1 乾隆期 道光期 光緒 民国
閩東部 福寧府 霞浦 8　＊2 30　＊13
福安 1 11
寧徳 13
福州府 古田 1 7　＊3
永福 0 26　＊4
閩北部 建寧府 建安 4 24　＊14
瓯寧 6
政和 5　＊15
邵武府 建寧 1 19　＊16
延平府 南平 1 19　＊17
永安 6 4　＊10
順昌 8　＊18
閩南部 泉州府 晋江 9 11　＊5
南安 2 14




同安 3 10 26　＊19
安溪 3 1
漳州府 龍溪 8 37　＊6 37　＊12
漳浦 1 52 52
海澄 　7　＊7 9
南靖 35 35
長泰 1 17 17
平和 16 16
詔安 23 23
興化府 仙遊 1 34　＊8
永春州 永春 2 27　＊20
閩西部 汀州府 長汀 4 13　＊9 25　＊22
寧化 6 13
清流 2 15 16　＊23
連城 3 6 14　＊24
上杭 1 29　＊21 45　＊25
武平 1 5 27　＊26
永定 1 0
帰化 8 14
龍岩州 龍岩 0 15　＊11
漳平 1 12
寧洋 0 1
出所： ＊ 1『弘治八閩通志』（二）巻十四‐十五地理・坊市 ＊ 2『福寧府志』乾隆 27 年修、巻八市集
 ＊ 3『古田県志』乾隆 16 年、巻二坊市 ＊ 4『永福県志』乾隆 14 年、巻二建置・街市
 ＊ 5『乾隆泉州府志』巻五都里 ＊ 6『龍溪県志』乾隆 27 年、巻一街市
 ＊ 7『海澄県志』乾隆 27 年、巻十六坊里・市鎮 ＊ 8『仙遊県志』乾隆 36 年、巻九建置志・市鎮
 ＊ 9『汀州府志』乾隆 17 年、巻五街市 ＊ 10『永安県続志』道光 14 年、巻九風俗・墟集
 ＊ 11『龍岩州志』道光 14 年、巻二規建志・街市 ＊ 12『光緒漳州府』彊域・街市
 ＊ 13『霞浦県志』民国 18 年、巻六城市志・市集 ＊ 15『民国政和県志』巻六都市　
 ＊ 14『建瓯県志』民国 16 年、巻六城市・街市、建安と瓯寧は合併して建瓯になった。
 ＊ 16『建寧県志』民国 8年、巻一彊域・墟市 ＊ 17『南平県志』民国 10 年、巻四城市・墟市
 ＊ 18『民国順昌県志』巻三都市 ＊ 19 『同安県志』民国 10 年、巻六城市
 ＊ 20『永春県志』民国 19 年、巻六城市志・街市 ＊ 21 乾隆『上杭県志』巻一区域・版籍
 ＊ 22『長汀県志』民国 31 年、巻五城市志 ＊ 23『清流県志』民国 36 年、巻三建置志 
 ＊ 24『連城県志』民国 27 年、巻六城市志 ＊ 25『上杭県志』民国 27 年、巻五城市志 
 ＊ 26『武平県志』民国 30 年、巻五城市志　　　　　　    






清代福建の海外貿易発展について 1641 － 1684 年間日本との貿易は海外市
場の 30％ぐらいを占め、海禁以後から 1843 年にかけて日本・マニラとの貿易
が減少しつつ、フイリピン以外の東南アジア諸地域、欧米との貿易を拡大し
た。35）　それを基にして、3期に大きく分けてみたい。第一期は順治初期―康




易を例としてみれば、表 14 のように二つのデータ 36）が挙げられる。若干の違
いを存在しているが、福建出発の船がそれぞれの時期に全体の半分以上を占め
たことが明瞭である。明清交替の時から 1654 年まで東部の福州船数がやや多








35）  前掲岸本美緒、190 頁。
36）  岩生成一 ｢近世日中貿易数量的考察 ｣『史学雑誌』1953 年、62 巻 11 号。永積洋子『唐
船輸出入品数量一覧　1637 － 1833』1987 年、創文社。






中国の年号 西暦 福州 安海 漳州 泉州 台湾 福建船の占め率%
明末 1641‐3 ―＊1 9＊2 ―＊1 3＊2 ―＊1 4＊2 ―＊1 ―＊2 ―＊1 ―＊2 ―＊1 52＊2 
順治 3‐4年 1646‐47 4 22 4 ― 6 8 7 2 1 ― 76 71
 5‐8年 1648‐51 26 24 30 13 23 30 ― ― 1 ― 44 49
 9‐11年 1652‐54 33 21 43 38 4 2 7 6 ― ― 55 61
 12‐14年 1655‐57 12 5 72 83 ― 3 14 4 ― ― 64 66
 15‐17年 1658‐60 6 1 72 43 ― ― ― ― ― ― 51 58
順末‐康煕4年 1661‐66 4 ― 39 18 ― ― ― ― 32 3 34 48
康煕5‐18 1667‐80 5 ― ― ― 7 ― 6 142 ― 36 ―
康煕19‐21 1681‐83 1 1 ― ― ― ― ― 27 8 45 36
1641‐83年間 91 74 260 195 40 43 34 12 203 11 46 57
1684‐1700 205 ― ― ― 37 ― 54 ― ― ― ― ―
出所： ＊ 1 岩生成一 ｢近世日中貿易数量的考察 ｣12 － 13 頁の表より。
 ＊ 2 永積洋子『唐船輸出入品数量一覧　1637－1833』「唐船輸入目録」36－100頁より。
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としてもっとも重要になり ｣、38）　30 余ヵ国と地域との貿易を拡大した。岩生
成一の統計より、1684 ～ 1700 年間厦門港から 117 隻の船が日本へ交易に行っ
た。「1720 年代から 50 年代にかけて、厦門から毎年海外にむけて出港ないし

















第三期に 1843 年の五口通商の中で、福建省は厦門と福州 2港を占めていた。
福州港が開港されてから、福建省内において輸出商品の変化も出て来た。同じ
茶の貿易を見ると、閩江を利用して、コストが下げられたので、茶輸出口は広
38）  「宮中档雍正奏摺 ｣第 21 輯、353 － 4 頁。
39）  前掲岸本美緒、185 頁。
40）  梁嘉杉『広東十三行考』第 3章、上海商務 1937 年版。引自庄国土 ｢論 17 － 19 世紀閩
南海商主導海外華商网絡的原因 ｣『東南学述』2001 年第 3期、64 － 73 頁。

























42）  李文治『中国近代農業史史料』第一輯、447 頁。
43）  民国 ｢沙県志 ｣巻 8、実業。
44）  前掲『問俗録』巻１。
45）  民国『政和県志』巻 20、礼俗、614 頁。
46）  『崇安県新志』巻 6、礼俗、40 頁。
47）  道光重纂『光澤県志』巻 8、風俗、363 頁。























制銭 2文に相当した。それ以前番銀１両は小銭 1500 文に易うるも、最近では
800 文なるのみ、兵民交々困す」49）　制銭不足を解決するために、福州の宝福





制銭を台湾に輸送して、「乾隆 8（1740）年軍兵の給与のうちに毎月 50 文を制
銭で支出し，乾隆 59（1793）年で停止した。その後、嘉慶 2（1796）年から道











乾隆7－27（1739－61） 172 寛保3－宝暦11 294 94.6
乾隆28－59（１762－93） 2024 宝暦12－寛政5 不明 336.4
乾隆60－嘉慶16（1794－1810） 718 寛政6－文化7 不明 123.9
出所： ＊ 1  雲南銅鉱購入数合計は厳中平編著『清代雲南銅政考』85 頁第 3表より、時期は
乾隆 5年から嘉慶 16 年まで。
 ＊ 2 永積洋子『唐船輸出入品数量一覧　1637 － 1833』「唐船輸出目録」より。
ここで、雲南銅鉱購入数と日本の唐船輸入銅数についてのデータをすべて
正確であったものとして、表 8をもとに、検討してみよう。乾隆期 7～ 27 年
（1739 ～ 61 年）の 22 年間で 172 万斤という銅数量は雲南銅鉱から 6しか購入
されなかったものである。日本から輸入銅数量 294 万斤というのは延保 3年
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た。」51）　また、同条では宝福局を調べたところ、乾隆 23 年（1757 年）まで制
銭四万三千余串であった。したがって、宝福局は乾隆期の 20 年代前後毎年 4.3
万余串しか鋳造できなかったと考えられる。判明するかぎり雲南銅鉱と洋銅を
合わせて合計 466 万斤になり、26 年間分の総量となる。因みに棹銅は純銅で
はなかったことも考量すれば、その銅量総計は少なくとも 22 年間の制銭が鋳





隆 28 ～ 59 年（1762 ～ 93 年）の間に福建省は毎年 652,920 斤を購入した。日






量が 4.85 万余串で、17.8 万斤の銅を使ったというように仮定する。『福建貨幣
史略』53）より、宝台局で鋳造した制銭は、主に台湾での軍兵の給与用に充てら
れ、毎年 6万串で銅 48 万斤を需要した。したがって、乾隆 28 ～ 59 年（1762
～93 年）の 31 年間宝台局と宝福局の合計が 336.4 万串になったと推定できる。
厳中平の統計には嘉慶 16 年（1810 年）までのデータしかなかったので、制
銭の統計も道光 4年（1824 年）までの見込みがもっとも難しくなる。乾隆 60
51）  1964 年台湾銀行経済研究室編『福建省例』「銭法例」台湾文献叢刊第 199 種、台湾中華
書局、1984 年、579 － 595 頁。
52）  朱淑媛 ｢清代乾隆前期における琉球銅について ｣『琉球・中国交渉史に関するシンポジ
ウム論文集第五回』沖縄県教育委員会 1999 年 10 月。
53）  福建省銭幣学会編著『福建貨幣史略』北京中華書局，2001 年，66 － 8 頁。
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年（1794 年）から嘉慶 16 年（1810 年）まで 718 万斤を購入したことが分かっ
た。制銭の鋳造は乾隆 59 年に停止され、嘉慶 2年に再開された。それで、14
年間を平均すると、毎年 51.3 万斤余の銅が使われた。宝福局の年間鋳造量が
ずっと変わらないと仮定すれば、また乾隆期の宝台局のように毎年 6万串で銅
48 万斤を需要するとすれば、年間宝福局の 4.85 万余串、宝台局の 4万余串制
銭鋳造量になる。嘉慶 14 年間制銭は 123．9 万串を鋳造した可能がある。
以上の分析した結果からみると、制銭は乾隆 7年から嘉慶 16 年まで 554.9
万串を鋳造したと考えられる。雲南銅が減少したと言っても、楊煜達の研
究 54）より嘉慶 7年～咸豊 5年（1801 － 1855）まで雲南の東北地方を例とすれ
ば、平均産出量は 521.5 万斤で、約 3，123 トンになった。また、道光 4年（1824
年） 宝福局は鋳造を停止した時に 103 万斤の銅を残したこと 55）からを参考す
れば、嘉慶 16 年以降採買した可能性が十分にある。仮に嘉慶 2‐16 年間の銅
総量の半分を購入したとすれば、60 万串を鋳造したと考えられる。したがって、
福建省において乾隆 7年～道光 4年（1739 ～ 1824 年）間鋳造した制銭の累計
は 600 ～ 650 万串になったと推算される。
また、このぐらい制銭量は完全に市場で流通されたと大胆に仮定すれば、嘉慶
25 年（1820 年）の人口数とリンクしてみると、一人当たり制銭量は406 ～ 440 文
となる。ちなみに、1851年において食糧・棉布・棉・夏布・麻・繊維製品・生糸・
茶・塩・アヘン・煙草・煙草の葉という12 種類の主要な商品の流通量と流通額を




54）  楊煜達「清代中期（公元 1726-1855 年）滇東北的銅業開発と環境変化」『中国史研究』
2004 年第 3期。
55）  道光『福建通志』巻 53、｢ 国朝銭法 ｣1077 頁。　
56）  林楓 ｢試析清末福建市場商品流通額 ｣『中国社会経済史研究』1998 年第 1期 83 頁。












表 9は永安県の 19 件と「清代閩北土地文書選編（一）、（二）」から 87 件を












59）  楊国楨「試論清代閩北民間的土地売買」『中国史研究』1981 年第 1期 29 － 59 頁。楊国
楨編「清代閩北土地文書選編（一）、（二）、（三）」『中国社会経済史研究』1981 年第 1期
111 － 121 頁；第 2期 102 － 116 頁；第 3期 99 － 106 頁。傅衣凌「明清時代永安農村的
社会経済関係――以黄歴郷発現各項契約為根拠的一箇研究」『明清農村社会経済』北京三
聯書店、1961 年、24 － 6 頁。　
清代福建省における経済発展と貨幣流通 １８５
34
表 9 清代福建県の取引例（北部 106件）
貨幣種別 谷（斤）
　銀　

















































 「明清時代永安農村的社会経済関係」24 － 6 頁より。
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表 10 建陽・瓯寧・南平の土地売買
時期 土地契約数 銀で取引件数 銀以外使用率％
順治 7 6 14
康煕 5 3 40
雍政 6 6 0
乾隆 157 150 4
嘉慶 99 81 18
道光 168 60 64
咸豊 69 11 84
同治 115 67 42
光緒 349 258 26
宣統 31 29 6






時期  穀物 銀 銀・銭＊ 銭 銀元  穀物 銀 銀・銭＊  銭 銀元  穀物 銀 銀・銭＊ 銭 銀元
①  0 5  0 3  0 8
②  0 9  0 2  0  1 
③   3  1  0 9  0 4
④  0 7  4 36  1  0 6
⑤  0 8  18 56  3   9  2
⑥  0 35  14 42  32   20  5
⑦  0 20    4  14 60 3 58 １   23  4
⑧   23  4 29  14 33 10 71 2   15 2 6
⑨   7  10 31  5 42 26 68   23 4 6 １
⑩   9 3 26  1 14 7 52   2　 3  10  2
⑪     15 21 　 8  6 58  1   69  3
⑫   2 2  15 40   6  8 19 1   2 4 30 3
⑬   7 1 7 16   1 2 20 3   3 5　 15 5
⑭   1  1 29   3 2  6  9 0     9
出所：  「明清福建経済契約文書選輯」、「閩南契約文書綜録」1990 年増刊、「清代閩北土地文
書選編（一）、（二）」、










60）  拙稿 ｢清代における福建省の貨幣使用実態――土地売券類を中心として ｣『松山大学論
集』18 － 3、2006 年 8 月、166 頁。

























































3 34 2 7
⑤1721－1735
康煕59－雍政13 
18 50 3 4 15
⑥1735－1755
乾隆元ー20
12 39 2 17 1 4
⑦1756－1775
乾隆21ー40
10 54 1 35 4 4 9 4
⑧1776－1794 
乾隆41ー60
8 41 10 45 2 4 1 3 3 3 18
⑨1795－1815
嘉慶元－20
4 46 23 50 2 1 1 7 17
⑩1816－1835
嘉慶21－道光15
1 10 6 44 1 4 3 2 3 23
⑪1836－1855
道光16ー咸丰5
7 5 37 2 1 60 10 11
⑫1856－1874
咸丰6－同治末
14 8 14 12 3 2 18 37
⑬1875－1894
光緒元－20
3 2 14 2 4 3 8 3 2 15
⑭1895－1913
光緒20－宣統末






























表 13 道光 9年典・當舗数と不動産契税
地区分布 府州 県名 典・當舗数
不動産












福鼎 2 1100 南安 9 1800
不動産契税 福安 2 2200 不動産契税 恵安 38 700
合計（両） 寧徳 2 1200 合計（両） 同安 35 3500
22700 寿寧 400 24600 安溪 7 700














合計 侯官 16 3600 合計 漳浦 700
115 長楽 10 1200 269 海澄 8 2400
福清 36 1400 南靖 700
連江 9 1400 長泰 1 600
羅源 800 平和 1 1800
古田 1 1000 詔安 54 1500









永福 2 700 仙遊 37 1400





建安 2 1100 永春 8 1200
瓯寧 5 1800 徳化 2 500
不動産契税 建陽 1 1500 大田 900
合計（両） 崇安 1 1500 合計 10 2600








典・當舗数 政和 1500 寧化 1 500





邵武 3 1000 合計（両） 明溪
建寧 1 800 7900 連城 1 1300
泰寧 600 上杭 900
光澤 1 800 典・當舗数 武平 500




南平 1 2400 3 帰化 700





沙県 1 1800 漳平 700
尤溪 1500 寧洋 300
永安 3 1300 合計 2000
合計 5 8400
出所： 『福建通志』民国五十一総巻　道光9年賦税志
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　　　「明清時代永安農村的社会経済関係」24 － 6 頁より作成。
｢銀・銭 ｣の場合について、合計 92 件が図 2のように北部と東部に集中し、
福州府の所在地に近い侯官・閩清県は件数の 63％を占めた。侯官県の件数に
は鄭氏家族が 32 件を占めたことが前稿で明らかとなった。一件ずつを分析し
てみると、閩清の 13 件に 6件、永安の 8件に 5件が親族関係のようである。
全清代に亘り、｢銀銭比価表 ｣のように、市場比価レ－トから乖離して、1両

































63）  前掲梁方仲編著『中国歴代戸口・田地・田賦統計』甲表 88、273 － 9 頁。
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